
いちごドリルプリント

アフリカ州 名前

問1 西アフリカの湿潤な地域における食文化と農業の特色について述べた文として、正しいものを次の中から選びなさい。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 降水量が少ないため、灌漑施設を
整備してタイなどから伝わった米の
二期作を大規模に行っている。

2. 地中海性気候を利用して、夏は乾
燥に強いオリーブ、冬は小麦を栽培
する自給的な農業が中心である。

3. アンデス山脈原産のじゃがいもを
冷涼な高地で栽培し、凍結乾燥させ
て保存食に加工している。

4. 熱帯の気候を活かしてヤムいもな
どの芋類を栽培し、バナナの葉で包
んで蒸したり搗いたりして食べる習
慣がある。

問2 日本の国際協力の一環として行われているアフリカでの食料生産指導について、その具体的な内容と期待される効果として正しい説明を選びな
さい。 （2015年 長野県公立入試 類似）

1. 都市部での教育支援のみに特化し
、農業に従事する人口を減らして工
業化を促進することで経済発展を図
る。

2. 日本の最新式大型農機具を無償で
大量に提供し、現地の伝統的な農法
をすべて機械化による大規模栽培に
置き換える。

3. 現地の野生動物を保護し、観光業
を振興することで得られた外貨をす
べて食料の輸入費用に充てるよう指
導する。

4. アジアイネの多収性とアフリカイ
ネの病害虫・乾燥への強さを併せ持
つ「ネリカ米」を普及させ、食料生
産を安定させる。

問3 ナイジェリアのように、特定の鉱産資源や農作物の輸出に頼り、国際価格の変動が国の経済に大きな影響を及ぼす経済構造を何と呼びますか。
（2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. モノカルチャー経済 2. 自由貿易体制 3. ブロック経済 4. 加工貿易

問4 アフリカ大陸の宗教分布において、中部や南部でキリスト教が広く信仰されるようになった歴史的な背景として、最も適切な説明はどれですか
。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 古くから北アフリカで信仰されて
いたキリスト教が、サハラ砂漠を越
えて南下したため

2. 大航海時代以降、ヨーロッパ諸国
による植民地支配や宣教師による布
教が行われたため

3. イスラム教の拡大を恐れたアフリ
カ諸国の王たちが、一斉にキリスト
教を国教としたため

4. アジアから渡ってきた仏教が、ア
フリカ大陸の土着の信仰と融合して
変化したため

問5 世界各地で産出される鉱産資源のうち、リチウムやコバルトなどに代表される「レアメタル」の地理的な特徴と、産業における役割について述
べた説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2025年 栃木県公立入試 類似）

1. 産出地が特定の国や地域に偏って
いるという特徴があり、スマートフ
ォンや電気自動車などの先端産業を
支える重要な資源となっている。

2. 石炭や石油と同じ「化石燃料」の
一種であり、主に火力発電の燃料と
して利用されることで、世界のエネ
ルギー供給の主軸を担っている。

3. 鉄やアルミニウムと同じ「主要金
属（ベースメタル）」に分類され、
主に大型の船舶や橋梁を造るための
主原料として利用される。

4. 地球上のあらゆる地域に均等に埋
蔵されており、安価で容易に採掘で
きるため、建築資材として大量に消
費されている。

問6 西アフリカに位置するコートジボワールとナイジェリアの輸出産業の特徴を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年

沖縄県公立入試 類似）

1. コートジボワールはバナナの輸出
に特化しており、ナイジェリアは銅
の産出量がアフリカで最も多い。

2. コートジボワールは原油が最大の
輸出項目であり、ナイジェリアはカ
カオの生産において世界最大のシェ
アを誇る。

3. コートジボワールは銅の輸出が国
家予算の多くを支え、ナイジェリア
はバナナの輸出が経済の柱となって
いる。

4. コートジボワールはカカオ豆の輸
出が世界的に有名であり、ナイジェ
リアは輸出額の8割以上を原油が占め
ている。

問7 北アフリカや西アジアの地域において広く信仰されており、その戒律によって豚肉を食べることが禁じられている宗教は何ですか。 （2022年

栃木県公立入試 類似）

1. 仏教 2. キリスト教 3. ヒンドゥー教 4. イスラム教

問8 日本とナイジェリアの貿易構造を説明した資料において、日本からの輸出品目は「機械類」や「輸送用機器」が全体の過半数を占めています。
一方、ナイジェリアからの輸出品目は、ある特定の資源に依存しています。この両国の貿易関係について述べた文として、最も適切なものはど
れですか。 （2026年 群馬県公立入試 類似）

1. 日本は工業製品を輸出し、ナイジ
ェリアから天然ガスなどの鉱産資源
を輸入している。

2. 日本は精密機器を輸出し、ナイジ
ェリアから衣類や靴などの軽工業製
品を輸入している。

3. 日本は化学肥料を輸出し、ナイジ
ェリアから小麦やカカオなどの農作
物を輸入している。

4. 日本は鉄鋼を輸出し、ナイジェリ
アから銅やボーキサイトなどの非鉄
金属を輸入している。

問9 南アフリカ共和国を最大の輸出起点とし、そこから北米やヨーロッパ、東アジアなどの広範囲な先進工業地域に向けて大規模な輸出の流れが見
られる資源があります。このような貿易構造が形成される背景として最も適切な説明はどれですか。 （2023年 広島県公立入試 類似）

1. 安価な労働力を求めて生産拠点が
世界各地に分散し、各国間で相互に
取引が行われているため。

2. 気候条件に左右される農産物であ
り、季節が逆の北半球へ供給する必
要があるため。

3. 産地が世界的に見て極めて限定さ
れており、特定の国からの供給に依
存せざるを得ないため。

4. 特定の場所でしか加工できない工
業製品であり、原材料を輸入してか
ら再度輸出しているため。

問10 アフリカ大陸の地図を確認すると、国境線が経線や緯線に沿った直線となっている箇所が多く見られます。このような国境線が引かれることに
なった歴史的な経緯として最も適切なものはどれですか。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 19世紀後半以降、ヨーロッパの諸
国が自国の都合で植民地の境界を決
定したため

2. アフリカ大陸には大きな河川や山
脈が存在しないため、測量技術を用
いて人工的に引いたため

3. 砂漠や平原などの起伏の少ない地
形が続くため、自然物を境界にする
ことができなかったため

4. アフリカ諸国が独立する際、民族
や言語の分布を調査して公平に分割
したため

問11 アフリカの国々などで多く見られる、ケニアにおける茶や、ナイジェリアにおける原油のように、特定の農作物や鉱産資源の生産と輸出に経済
の大部分を依存する構造を何といいますか。 （2020年 滋賀県公立入試 類似）

1. 持続可能な開発 2. モノカルチャー経済 3. 水平分業 4. 加工貿易

問12 ナイジェリアの輸出総額のうち、第1位の原油が約82.3％、第2位の液化天然ガスが約9.9％を占めているように、特定の農産物や鉱産資源の輸
出に過度に依存する経済構造を「モノカルチャー経済」と呼びます。このような経済体制が抱える課題として、最も適切な説明を選びなさい。
（2022年 熊本県公立入試 類似）

1. 先進国からの経済援助を受けるた
めの条件が厳しくなること

2. 特定の産品の国際価格が下落する
と、国家の財政が不安定になりやす
いこと

3. 国内の食料自給率が高まり、工業
製品の輸入が必要なくなること

4. 資源の枯渇を防ぐために、政府が
輸出量を厳しく制限しなければなら
ないこと


